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論 文 内 容 の 要 旨 
 第１章では、マレ－シアのエスニック問題に関する先行研究を、①複合社会論アプロ－チ、②階級重視アプ
ロ－チ、③社会構造論アプロ－チの３つに分けて考察している。筆者はこうした３つのアプロ－チを紹介した
上で、「マレ－シアのエスニック問題を理解するためには、エスニック関係だけでなく階層分化も考慮にいれた
上で、両者の複雑な絡み合いを解明する必要がある」と指摘するとともに、そうした絡み合いが「社会および
経済の発展とともに変化していく」とし、歴史的考察の重要性を指摘している。 
 第２章では、イギリスの植民地下における多民族社会の形成過程を考察し、そこでどのようなエスニック問
題が生じたのかを分析している。筆者はここで、イギリスの植民地政府が対立を避けるためにエスニック・グ
ル－プ分割統治策をとった結果、植民地統治下で形成された多民族社会は、それぞれのエスニック・グル－プ
が分立する縦割社会ではなく、各エスニック・グル－プ内部の階層分化が進んだ横割構造を内包していた社会
であったと論じている。そして独立後も植民地遺制が解体しなかったのは、それが各エスニック・グル－プ・
エリート層に利益をもたらしてくれる政治経済体制であったからだという。筆者はそこにブミプトラ政策出現
の歴史的背景を読み取っている。 
 第３章では、イギリスから独立したマラヤ連邦政府とその後に成立したマレ－シア政府が、経済開発と国民
統合という２つの課題にどのように取り組み、結果的にブミプトラ政策を出現させたのかについて考察してい
る。筆者はここで、植民地時代からマレ－人に対する優遇政策がとられてきたにもかかわらず、独立後もマレ
－人を優遇するブミプトラ政策が採用された背景として、独立後の開発政策が経済成長には貢献したものの、
マレ－人零細農民の経済状況を改善するにはいたらなかったことを強調している。またマレ－人と華人が衝突
し流血の大惨事となった５・１３事件の後に採られたブミプトラ政策に、マレ－人の要求が一方的に取り入れ
られた背景として、華人社会が言語・教育問題をめぐって分断し、勢力が分散していたエスニック・グル－プ
内の問題も指摘されている。 
 第４章では、マレ－人の経済的地位の変化という視点から、ブミプトラ政策の功罪について考察している。
筆者は、ブミプトラ政策はマレ－シア経済の貧困と深刻なエスニック対立を緩和した点で大きな成果をあげた
が、反面でエスニック・グル－プ内の経済格差を深刻化させるものであったことを問題視している。ブミプト
ラ政策はマレ－人中間層を生み出す一方、稲作に従事するマレ－農民の貧困率を低下させることはできなかっ
たとし、結果的にマレ－人社会内の貧富の格差を広げたと分析している。 
 第５章では、９７年の通貨危機に対するマレ－シア政府の対応をエスニック問題と絡めて分析している。９
７年７月にタイで発生した通貨危機はマレ－シアに伝染し、経済成長を失速させることになったが、「景気後退
にともなう経済全体のパイの縮小はブミプトラ政策の前提を覆し、政策の存続を揺るがしかねない」問題であ
った。プミプトラ政策が改革を迫られるようなことになれば、エスニック・バランスが崩れ、マハティ－ル首
 －180－
 －181－
相の政権基盤も揺らぐためである。危機に直面したマハティ－ルは、ＩＭＦのプログラムにそって構造改革を
進めたタイや韓国とは対照的に、ＩＭＦの指導に逆らって固定相場制や資本規制の導入に踏み切った。マハテ
ィ－ルがＩＭＦの介入を拒んだのは何故か。筆者は「マレ－人と先住民を優遇するブミプトラ政策がＩＭＦの
推進する自由化政策と相容れない性格をもっているからだ」と分析する。仮にマレ－シアがＩＭＦの支援を受
けることになれば、ブミプトラ政策も改革の対象になり、その改革の仕方によってはエスニック対立が再燃す
る可能性があるからである。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 日本におけるマレ－シア研究の蓄積は少なくないが、本論文はこれまでの研究に対し、以下の諸点で新たな
研究成果をもたらしたと考えられる。①マレ－シアの経済開発政策であると同時に民族政策でもあるブミプト
ラ政策の背景を植民期にまで遡って考察している。②これまでの政治分析に偏っていたマレ－シアの独立初期
の経済分析を行うことによって、マレ－シア経済史における研究上の間隙を埋めるとともに、すでに多大な蓄
積をもつ植民地期とブミプトラ政策期の研究の間に連続性をもたせた。③１９９７年に発生した通貨危機に対
するマレ－シア政府の対応に関する経済的分析は日本でも数多く見られるが、本論文はそれをエスニック問題
の次元から分析することで、マレ－シアがタイや韓国と異なった対応をとらざるをえなかった政治社会的背景
に迫っている。 
 またブミプトラ政策の形成と展開をマレ－人の階層分化・階層格差という視点から丹念に分析することで、
植民地期から現在までのマレ－シア経済の変化と連続性を浮き彫りにしている点も高く評価される。 
 本論文の課題としては、次の点が考えられる。マレ－シア経済の経済開発とエスニック問題の関係を分析す
るためには、国営企業、華人企業、多国籍企業３者間の協調と対立のプロセスを分析することが重要であるが、
本論文ではこうした３者（企業）関係の分析の視点が希薄である。また考察の対象期間がかなり長いスパンに
及んでいるため、歴史的記述にやや精緻さや深みが欠ける。今後、さらに研究を深めることで、こうした問題
点を克服していくことが望まれる。平成16年12月14日に開催された公聴会では、申請者の報告を受け、審査
委員や研究科教員からいくつかの問題点が指摘されたが、申請者の質問に対する応答も適切であった。 
 以上、審査委員による審査結果を総合し、上記論文は課程博士の学位に値する優れた業績であると判断する。 
 
